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真田氏発祥の郷

平成26年/2014 3.14　No.37

地域自治センターだより
［編集］上田市真田地域自治センター  地域振興課　〒386-2292 上田市真田町長7178-1　　

　　　有線2015　TEL0268-72-2200（代表）   FAX0268-72-4140

S A N A D A

さなだ

 3月 18日 真田中学校・菅平小中学校卒業式
  19日 長・傍陽・本原小学校卒業式
  20日 すがだいら保育園卒園式
  21日 いずみ幼稚園卒園式
  22日 さなだ・そえひ保育園卒園式
  23日 2014シリーズ文化講演会（真田中央公民館）
 4月 ４日 小中学校入学式
 5月 11日 真田地域体育祭
  18日 御屋敷つつじ祭り

【ふれあいさなだ館イベント情報】　　　★入館料が必要です。
●3月19日 ハーモニカ＆コカリナ演奏　ハーモニーつみきさん他
●4月16日 三味線と踊りの集い　三味線／藤本頼貴次会　踊り／竹本舞鶴会
●5月21日 井出五男　歌謡浪曲ショー（予定）
　イベントは全て大広間ステージで12：30から行われます。
▶定期開催 ●ヨガ＆ストレッチ　講師　倉崎直子
 　３月19日・４月16日・５月21日（毎月第３水曜日）10：30～11：30
 　当日受付（予約不要）入館料とは別に参加料500円
問 真田温泉ふれあいさなだ館　有線2230　℡72-2500

真田地域の

イベント＆

スポーツ
大会等

　恒例の幸村街道会による豆まきが２月２

日、ゆきむら夢工房で行われ、300人を超え

る皆さんで賑わいました。

　武将姿の街道会の皆さんと、年男年女の皆

さんが櫓の上から「鬼は外。福は内」の掛け

声とともに豆をまきました。

　年女として豆まきに参加した坂口絹子さん

（真田）は、「健康に気をつけて1年を過ご

したい」と話していました。

　また、豆まきの前には

TOKYO BOWZによる

公演やそば団子が

入った幸村鍋が

振舞われました。

鬼は外！
福は内！

さかぐち きぬ  こ

ふじもと  た   き    じ かい たけもと まいづるかい
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平
成
24
年
４
月
か
ら
の
第
４
期
地
域

協
議
会
の
ま
と
め
と
し
て
、
各
分
科
会

で
協
議
し
て
き
た
内
容
に
つ
い
て
最
終

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
４
期
地
域
協
議
会
委
員
は
左
の
と

お
り
で
す
。

真
田
地
域
協
議
会
だ
よ
り

■ 

第
１
分
科
会

　
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」

 

１
　
は
じ
め
に

　
真
田
地
域
で
は
「
地
域
ま
ち
づ
く
り

方
針
」
に
あ
る
『
魅
力
あ
る
農
業
の
推

進
』
『
特
色
あ
る
観
光
の
振
興
』
に
向

け
、
其
々
の
戦
略
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ

平
成
25
年
度 

第
10
回
協
議
会（
2
月
19
日
）
か
ら

様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
取
り
組
み
の
効
果
を
一
層
上

げ
る
た
め
に
農
業
と
観
光
の
一
体
化
し

た
情
報
の
発
信
が
必
要
と
考
え
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
よ
り
、
真

田
地
域
で
採
れ
た
も
の
が
高
く
売
れ
、

加
工
品
が
全
国
的
に
販
路
を
拡
大
で
き

れ
ば
、
遊
休
農
地
の
積
極
的
な
活
用
に

よ
り
地
域
農
業
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
、
真
田
氏
を
は
じ
め
と
し
た
歴
史
資

産
や
素
晴
ら
し
い
自
然
な
ど
優
れ
た
観

光
資
源
に
付
加
価
値
を
も
た
ら
し
、
地

域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
と
共
に
地
域
産
業

の
活
性
化
と
一
層
の
観
光
客
の
誘
客
が

図
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

 

２
　
現
状
と
課
題

　
議
論
の
中
、
地
域
内
で
活
動
す
る

様
々
な
団
体
と
そ
の
取
り
組
み
内
容
に

着
目
し
、
そ
れ
ら
の
発
展
・
活
性
化
が

糸
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
次
の
よ

う
に
課
題
点
を
挙
げ
た
。

ア
地
域
内
で
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る

個
人
・
団
体
が
存
在
す
る
が
、
各
々

の
活
動
に
留
ま
り
、
互
い
を
知
ら

ず
、
連
携
・
協
力
が
で
き
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

イ
各
活
動
団
体
の
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
が
深
刻
で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
執
る
人
材
と
地
域
内
で
中
心
と

な
る
組
織
が
な
い
こ
と
か
ら
地
域
の

強
み
な
ど
の
特
徴
を
活
か
し
た
独
自

性
溢
れ
る
視
点
に
結
び
つ
か
な
い
の

で
は
な
い
か
。

ウ
ゆ
き
む
ら
夢
工
房
や
周
辺
施
設
で
の

イ
ベ
ン
ト
が
単
発
で
あ
り
、
夢
工
房

の
施
設
を
拠
点
と
し
て
い
る
各
専
門

部
会
と
他
の
団
体
な
ど
が
う
ま
く
連

携
せ
ず
、
施
設
を
有
効
活
用
で
き
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

エ
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
・
運

営
に
お
い
て
、
行
政
主
導
・
行
政
依

存
で
は
な
く
、
地
域
住
民
自
ら
が
地

域
を
考
え
、
行
動
で
き
る
仕
組
み
を

作
っ
て
行
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

 

３
　
協
議
内
容
報
告

　
以
上
の
よ
う
に
課
題
点
を
整
理
し
、

次
の
よ
う
に
協
議
し
た
。

⑴
各
団
体
の
連
携
・
調
整
・
協
力
を
図

る
仕
組
み
づ
く
り

　
真
田
地
域
で
活
動
す
る
各
団
体
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
互
い

を
知
り
連
携
・
協
力
し
て
地
域
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
取
り
組
め
る
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
ず
は
、
真
田

ま
つ
り
実
行
委
員
会
を
中
核
と
し
て
地

域
内
に
呼
び
掛
け
、
定
例
的
に
横
の
つ

な
が
り
が
取
れ
る
組
織
を
立
ち
上
げ
、

情
報
交
換
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
日
程
な

ど
の
調
整
か
ら
は
じ
め
、
将
来
的
に
は

各
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
す
る
実
行

組
織
と
な
り
、
一
元
的
な
情
報
発
信
が

で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
将
来
的
に

は
信
州
上
田
ま
つ
り
実
行
委
員
会
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
、
観
光
客
が
中
心
市

街
地
と
真
田
地
域
を
互
い
に
行
き
交

い
、
滞
在
時
間
を
増
や
す
た
め
の
研
究

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

⑵
『
真
田
な
ら
で
は
』
の
創
出

　
多
様
な
団
体
が
一
堂
に
会
す
る
機
会

を
創
る
こ
と
で
人
の
つ
な
が
り
が
で

き
、
情
報
や
意
見
を
交
換
す
る
な
か

で
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
活
動
が
生
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
中
か
ら
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
る
人
材
や
真
田

地
域
の
特
色
あ
る
モ
ノ
が
生
み
出
さ
れ

る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

⑶
ゆ
き
む
ら
夢
工
房
を
観
光
の
拠
点
と

し
て
活
用

　
立
地
条
件
に
優
れ
る
『
ゆ
き
む
ら
夢

工
房
』
を
真
田
地
域
の
観
光
拠
点
と
し

て
再
認
識
し
、
地
域
で
活
動
す
る
団
体

が
連
携
・
協
力
し
て
施
設
内
の
設
備
を

有
効
に
利
活
用
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
・
運
営
、
あ
る
い
は
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
情
報
発
信
拠
点
と
し

て
『
お
も
て
な
し
』
の
機
能
強
化
と
知

名
度
向
上
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
観
光
客
の
さ
ら
な

る
集
客
と
地
域
間
交
流
促
進
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
に
期
待
が
も
て
る
。

 

４
　
お
わ
り
に

　
全
国
的
に
知
名
度
と
人
気
が
高
い
真

田
氏
、
豊
か
な
自
然
、
良
質
な
農
産
物

な
ど
、
豊
富
な
地
域
の
魅
力
を
よ
り
一

層
活
用
し
た
物
品
や
催
し
を
地
域
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
考
え
、
実
行
で
き
る

仕
組
み
が
で
き
る
こ
と
が
、
観
光
の
振

興
や
農
業
の

活
性
化
に
良

い
効
果
を
も

た
ら
し
、
地

域
経
済
の
発

展
に
寄
与
す

る
も
の
と
考

え
ま
す
。

分
科
会
最
終
報
告

 　氏　名 　　　　選出団体等 　　　　 備　考
会　長 半田　榮範 個人依頼 
副会長 関　　貞徳 個人依頼 
 田中　新平 公募 分科会長
 竹村　好平 真田町商工会 副分科会長
 一之瀬　勤 個人依頼 
 小林　満子 農村女性ネットワークさなだ ※若林ゆき子～Ｈ25.3.31
 古市　正明 傍陽地区自治会連合会 ※半田　　卓～Ｈ25.3.31
 堀内　朝子 真田地域長寿会 ※牧野　雅子～Ｈ25.3.31
 丸山　　進 菅平高原観光協会 
 佐藤　論征 PTA真田地区事務局 分科会長
 山口　市江 真田地区民生児童委員協議会 副分科会長  ◎
 清水　　茂 個人依頼 
 関　　貞徳 個人依頼 真田地域協議会副会長
 山口　佳子 真田地域健康推進委員会 ※竹村　尚美～Ｈ25.3.31
 横沢　憲治 本原地区自治会連合会 ※高寺　　修～Ｈ25.3.31
 山宮　浩美 ㈶上田市体育協会真田町体育協会 分科会長
 長崎伊登子 真田町文化協会 副分科会長
 内海　美香 真田地域保育所連合保護者会 ※佐藤久美子～Ｈ25.3.31
 下条　幹男 長地区自治会連合会（菅平） 
 半田　榮範 個人依頼 真田地域協議会会長
 松木　節子 さなだ共同参画ネットワーク 
 柳沢　章夫 長地区自治会連合会 ※牧内　勝年～Ｈ25.3.31

第
１
分
科
会

第
２
分
科
会

第
３
分
科
会

任期：平成24年4月1日～平成26年3月31日
（備考欄※印は選出団体の役員変更に伴う前任委員と任期）

第4期 真田地域協議会委員名簿

◎ H26.1.1～松井よし枝

（敬称略）
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■ 
第
2
分
科
会

　
「
公
共
交
通
の
利
用
促
進
」

 

１
　
は
じ
め
に

　
第
２
分
科
会
で
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
真
田
地
域
ま
ち
づ
く
り
方
針
の
「
地

域
の
活
性
化
に
向
け
た
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
」
に
お
け
る
「
住
民
生

活
の
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
公
共
交
通
機
関
の
確
保
・
充
実
」

の
具
体
化
に
向
け
、
路
線
バ
ス
を
維
持

す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議

を
し
て
き
た
。

　
第
３
期
協
議
会
（
Ｈ
22
〜
23
）
で

は
、
平
成
24
年
１
月
20
日
に
意
見
書

（
①
利
便
性
に
配
慮
し
地
域
住
民
の
バ

ス
利
用
を
促
進
、
②
観
光
客
の
バ
ス
利

用
を
促
進
）
を
提
出
し
た
。

　
路
線
バ
ス
事
業
者
は
全
て
赤
字
経
営

で
あ
り
、行
政
の
補
助
を
受
け
て
バ
ス
を

運
行
し
て
い
る
。全
国
的
に
は
補
助
額
の

増
加
に
対
応
で
き
ず
廃
線
と
な
る
路
線

バ
ス
も
多
い
な
か
、上
田
市
で
は
利
用
促

進
策
と
し
て
、平
成
25
年
10
月
１
日
か

ら
運
賃
低
減
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
。こ

れ
は
、運
行
経
費
補
助
か
ら
利
用
者
補

助
に
視
点
を
変
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
４
期
協
議
会
（
Ｈ
24
〜
25
）
は
、

こ
の
上
田
市
運
賃
低
減
バ
ス
運
行
計
画

と
平
成
23
年
10
月
に
発
足
し
た
真
田
地

域
公
共
交
通
利
用
促
進
協
議
会
の
活
動

を
踏
ま
え
、
公
共
交
通
の
維
持
は
必
要

で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
利
用
促
進

に
向
け
利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
き
た
。

 

２
　
公
共
交
通
を
巡
る
問
題
点

⑴
利
用
者
の
減
少

　
自
家
用
車
の
普
及
と
と
も
に
道
路
整

備
が
進
み
車
社
会
と
な
り
、
路
線
バ
ス

は
利
用
者
が
減
少
し
、
バ
ス
事
業
者
の

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。
左
記
表
１

は
、
上
田
バ
ス
の
全
路
線
の
実
績
で
あ

る
が
、
輸
送
人
員
・
輸
送
収
益
と
も
に

大
き
く
減
少
し
、
輸
送
損
益
も
赤
字
幅

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。（
表
１
参
照
）

⑵
過
疎
化
・
高
齢
化
の
進
行

　
全
国
的
に
人
口
減
少
と
な
り
つ
つ
あ

る
な
か
、
真
田
地
域
も
10
年
間
で
人
口

は
７
・
６
％
減
少
し
、
高
齢
化
率
は

４
％
上
昇
し
て
い
る
。
利
用
率
を
維
持

し
て
も
人
口
が
減
少
す
る
と
利
用
者
数

は
減
少
し
て
し
ま
う
。
（
表
２
参
照
）

⑶
利
便
性
の
低
下

　
利
用
客
の
減
少
に
よ
り
経
費
節
減
の

た
め
便
数
が
減
ら
さ
れ
、
経
営
改
善
の

た
め
に
運
賃
が
値
上
げ
さ
れ
る
。
そ
の

こ
と
が
利
用
者
の
減
少
に
つ
な
が
る
悪

循
環
に
よ
り
利
便
性
が
低
下
し
つ
つ
あ

る
。

⑷
補
助
金
の
増
加

　
真
田
地
域
の
路
線
の
う
ち
、
傍
陽
線

は
従
来
か
ら
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
と
し

て
行
政
か
ら
補
助
を
受
け
て
お
り
、
そ

の
補
助
金
額
も
利
用
者
の
減
少
に
よ
り

年
々
増
加
し
つ
つ
あ
る
が
、
平
成
23
年

度
か
ら
菅
平
高
原
線
も
補
助
対
象
と

な
っ
た
た
め
、
補
助
金
額
が
大
き
く
増

加
し
て
い
る
。
（
表
３
参
照
）

 

３
　
公
共
交
通
を
巡
る
課
題
等

⑴
バ
ス
路
線
維
持
の
た
め
の
補
助
金
を

減
ら
す
対
策

⑵
バ
ス
利
用
者
の
利
便
性
の
確
保・向
上

⑶
地
域
の
公
共
交
通
は
地
域
住
民
の
手

で
守
る
と
い
う
意
識
の
浸
透

⑷
補
助
金
依
存
体
質
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減

や
サ
ー
ビ
ス
向
上
意
識
低
下
の
懸
念

 

４
　
公
共
交
通
を

　
　
　
　
「
乗
っ
て
残
す
」
た
め
に

⑴
「
路
線
バ
ス
運
賃
低
減
化
」
の
成
否

　
上
田
市
で
は
バ
ス
路
線
を
確
保
・
維

持
・
活
性
化
す
る
た
め
「
運
賃

低
減
バ
ス
運
行
計
画
」
を
立
案

し
、
昨
年
10
月
か
ら
「
路
線
バ

ス
の
運
賃
低
減
化
」
の
試
行
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
京
丹
後
市

が
、
最
高
運
賃
１
、
１
４
０
円

を
一
律
２
０
０
円
に
し
て
成
功

（
収
入
増
）
し
て
い
る
よ
う

に
、
か
な
り
期
待
さ
れ
る
が
、

地
域
住
民
が
バ
ス
に
乗
ろ
う
と

行
動
を
起
こ
す
か
ど
う
か
が
成

否
の
カ
ギ
と
な
る
。

　
そ
の
た
め
地
域
住
民
、学
校
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
諸
団
体
・
企
業
な
ど

に
出
向
い
て
の
説
明
や
、有
線

放
送
を
繰
り
返
し
活
用
す
る
な

ど
、制
度
の
周
知
を
図
っ
て
欲
し
い
。

　
ま
た
、
自
治
会
に
よ
る
「
地
域
住
民

へ
の
回
数
券
の
購
入
付
与
」
な
ど
も
検

討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

⑵
ゆ
き
む
ら
夢
工
房
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
化

　
「
ゆ
き
む
ら
夢
工
房
」
前
の
バ
ス
停

は
バ
ス
待
避
所
が
な
い
た
め
、
夢
工
房

駐
車
場
を
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
そ
れ
に
よ

り
乗
客
の
利
便
性
向
上
と
施
設
の
利
用

増
を
促
し
、
観
光
客
に
対
す
る
案
内
充

実
・
お
み
や
げ
等
の
販
売
促
進
が
図
ら

れ
る
。

⑶
観
光
客
の
バ
ス
利
用
促
進

　
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
客
や
登
山
等
の
観
光

客
に
よ
る
路
線
バ
ス
利
用
促
進
も
検
討

に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
バ
ス

停
に
観
光
案
内
パ
ン
フ
を
置
く
な
ど
の

工
夫
も
望
ま
れ
る
。

⑷
ふ
れ
あ
い
バ
ス
と
路
線
バ
ス
・
オ
レ

ン
ジ
バ
ス
等
と
の
連
携

　
そ
れ
ぞ
れ
、
目
的
が
異
な
る
バ
ス
で

あ
る
が
、先
線
へ
の
乗
り
継
ぎ
、途
中
下

車
な
ど
工
夫
し
た
連
携
が
望
ま
れ
る
。

⑸
定
期
券
発
行
場
所
の
増
設

　
現
在
、
真
田
地
域
内
に
は
Ｊ
Ａ
長
店

し
か
定
期
券
の
発
行
場
所
が
無
い
た

め
、
ゆ
き
む
ら
夢
工
房
・
西
友
真
田

店
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
発

行
場
所
の
増
設
が
望
ま
れ
る
。

⑹
そ
の
他
の
利
用
促
進
策

　
イ
ベ
ン
ト
時
の
車
掌
復
活
を
望
む
声

も
あ
る
。

⑺
ゾ
ー
ン
ま
た
は
時
間
単
位
で
の
運
賃

設
定
の
検
討

　
将
来
の
課
題
と
し
て
、
同
一
ゾ
ー
ン

で
あ
れ
ば
同
一
運
賃
で
乗
車
で
き
る
よ

う
な
設
定
の
検
討
が
挙
げ
ら
れ
た
。

 

５
　
お
わ
り
に

　
昨
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
路
線
バ

ス
運
賃
低
減
化
」
の
試
行
に
は
、
当
分

科
会
と
し
て
も
、
大
変
大
き
な
関
心
を

持
っ
て
お
り
、
な
ん
と
し
て
も
利
用
者

の
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
、
協
力
や
努

力
を
惜
し
ま
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
路
線
バ
ス
の
廃
止
は
、
高
齢
者
や
児

童
生
徒
、
ま
た
自
動
車
免
許
が
無
い
な

ど
公
共
交
通
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い

人
の
移
動
の
自
由
を
奪
う
こ
と
に
な

り
、
地
域
全
体
で
公
共
交
通
の
あ
り
方

を
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
路
線

バ
ス
を
「
乗
っ
て
残
そ
う
」
の
掛
け
声

の
も
と
、
「
公
共
交
通
を
地
域
の
手
で

守
る
」
と
い
う
意
識
の
浸
透
を
期
待
し

て
止
ま
な
い
。

　
そ
し
て
、
制
度
的
な
隘
路
の
多
い
中

で
、
少
し
で
も
改
善
策
に
つ
な
が
る
幾

つ
か
の
提
言
を
試
み
、
公
共
交
通
の
利

用
促
進
が
図
れ
る
よ
う
、
地
道
な
努
力

を
積
み
重
ね
た
い
。

  区　分 昭和62年度 平成24年度 備考
輸送人員 174万人 31万人 5分の1以下
輸送収益 3億9,150万円 9,480万円 4分の1以下
輸送損益 △5,930万円 △1億220万円

上田バス全路線実績の推移 （表１）

  区　分 平成14年度 平成24年度 比較
人口  11,857人 10,955人 △902人
高齢化率 23.4％ 27.4％ 4.0％
参考）H24高齢化率　長野県27.1％　上田市26.2％

人口と高齢化率の推移 （表2）

  区　分 平成19年度 平成21年度 平成23年度
補助金額 1,270万円 1,540万円 3,780万円

補助金額の推移 （表3）
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■ 
第
3
分
科
会

　「
福
祉・防
災・定
住
化
の
推
進
」

 

１
　
は
じ
め
に

　
第
３
分
科
会
で
は
、真
田
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
方
針
に
あ
る「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
」の
た
め
、今
の
真
田
地

域
で
の
課
題
は
何
か
を
考
え
、「
福
祉・防

災
・
定
住
化
の
促
進
」の
３
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め
て
き
た
。

⑴
福
祉
に
つ
い
て

　
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
人
な
ど
、援
護

が
必
要
な
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、自

治
会
ご
と
災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度

（
災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
）へ
登
録

し
、取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、真
田

地
域
36
自
治
会
の
う
ち
、30
自
治
会
で
取

り
組
み
を
決
定（
９
月
末
現
在
）し
て
い

る
。ま
た
、未
決
定
の
自
治
会
に
お
い
て

も
、担
当
課
が
説
明
会
を
開
催
す
る
な

ど
、制
度
へ
の
登
録
を
呼
び
か
け
、登

録
に
向
け
て
積
極
的
な
動
き
が
あ
る
。

　
今
後
も
、
援
護
を
必
要
と
す
る
方
も

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
望
む
。

⑵
防
災
に
つ
い
て

　
自
治
会
ご
と
に
自
治
会
長
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
、自
主
防
災
組
織
が
作
ら

れ
活
動
さ
れ
、各
自
治
会
で
行
わ
れ
る

防
災
訓
練
で
は
、自
治
会
が
消
防
署
へ
職

員
の
訓
練
へ
の
参
加
や
講
師
を
要
請
し
、

自
主
防
災
の
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
特
に
、
東
日
本
大
震
災
後
は
、
住
民

の
意
識
も
高
ま
り
、
防
災
訓
練
時
に
要

援
護
者
の
安
否
や
支
援
方
法
な
ど
の
確

認
も
行
わ
れ
、
福
祉
と
防
災
の
取
り
組

み
が
結
び
つ
き
、
よ
り
実
践
的
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
あ
る
自
治
会
で
は
、
自
治
会
と
は
別

に
自
主
消
防
隊
を
組
織
し
、
定
期
的
な

自
治
会
内
の
見
回
り
や
訪
問
な
ど
地
域

の
防
災
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。
消
防
団
員
も
減
少
す
る
中
で
、
こ

の
取
組
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
今

後
も
各
自
治
会
で
積
極
的
な
防
災
活
動

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

⑶
定
住
化
の
促
進
に
つ
い
て

　
全
国
的
に
人
口
が
減
少
す
る
な
か
、真

田
地
域
で
も
年
々
人
口
が
減
少
し
、高
齢

化
率
が
高
く
な
り
、空
き
家
や
遊
休
荒
廃

農
地
が
増
加
し
て
お
り
、こ
の
ま
ま
で
は

地
域
が
廃
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
す
る
。先
述
の
福
祉
や
防
災
の
取

り
組
み
に
お
い
て
も
、活
動
で
き
る
人
が

減
り
、援
護
を
必
要
と
す
る
人
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
。真
田
地
域
に
住
む
人
が
、

お
互
い
に
助
け
合
い
、支
え
合
っ
て
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、地
域
の
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
掛
け
、移
住
や
定
住
に
よ

り
人
口
が
増
加
し
、地
域
が
活
性
化
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
協
議
を
進
め
た
。

 

2
　
真
田
地
域
の
現
状

　
真
田
地
域
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛

け
、真
田
地
域
へ
移
住・定
住
す
る
人
が
増

え
、人
口
が
増
加
し
地
域
が
活
性
化
す
る

対
策
検
討
の
た
め
、人
口
減
少
の
原
因
と
、

真
田
地
域
の
魅
力
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

⑴
人
口
減
少
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

①
真
田
地
域
に
就
職
先
が
少
な
い
。

②
路
線
バ
ス
の
運
賃
が
高
か
っ
た
。道
路

整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

③
移
住
し
て
就
農
を
考
え
て
も
、
指
導

者
が
い
な
い
、
必
要
な
機
械
も
高
額

で
購
入
で
き
ず
、
賃
借
も
な
い
。
な

ど
営
農
し
に
く
い
環
境
で
は
な
い

か
。ま
た
、子
ど
も
が
家
庭
で
農
業
を

経
験
し
な
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
。

④
塾
な
ど
が
少
な
く
教
育
環
境
が
適
さ
な

い
た
め
か
、若
い
夫
婦
が
転
入
し
な
い
。

⑤
冬
は
雪
が
降
り
寒
さ
も
厳
し
く
生
活

が
大
変
。

⑵
真
田
地
域
の
魅
力

①
仕
事
は
真
田
地
域
に
は
少
な
い
が
、

上
田
市
街
地
な
ど
に
行
け
ば
あ
る
。

②
高
速
道
路
や
新
幹
線
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
都
市
へ
行
き
や
す
い
。

③
30（
サ
ン
マ
ル
）構
想
に
よ
る
交
通
網

の
整
備
計
画
に
よ
り
、
上
田
市
街
地

な
ど
へ
行
き
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

④
運
賃
低
減
バ
ス
の
実
証
運
行
に
よ

り
、
運
賃
が
下
が
り
、
運
行
時
間
も

拡
大
し
た
。

⑤
学
校
で
の
農
業
体
験
で
は
、
家
族
か

ら
や
り
方
な
ど
を
聞
き
、
祖
父
母
に

手
伝
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
地
域
と
の

結
び
つ
き
を
大
切
に
し
て
い
る
。

⑥
自
治
会
行
事
へ
の
参
加
や
各
小
学
校

で
行
わ
れ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
伝
承

広
場
」
な
ど
で
地
元
の
歴
史
や
文
化

な
ど
郷
土
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑦
児
童
、
生
徒
数
は
少
な
い
が
、
学
校

や
保
育
園
な
ど
で
は
、
一
人
ひ
と
り

に
先
生
の
目
が
行
き
届
く
。

⑧
保
育
園
の
待
機
児
童
が
な
い
。

⑨
自
然
が
豊
か
で
自
然
災
害
が
少
な
い
。

 

３ 

真
田
地
域
へ
の
定
住
化
促
進
の
た
め
に

　
こ
れ
ま
で
の
協
議
か
ら
、
真
田
地
域

へ
の
定
住
化
促
進
の
た
め
の
対
策
案
を

以
下
の
３
つ
に
ま
と
め
た
。

⑴
「
真
田
地
域
の
特
色
が
も
っ
と
出
せ

る
よ
う
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
」

　
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
す
る
人
が
情
報

を
得
る
先
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の

割
合
が
高
い
と
考
え
る
が
、
上
田
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
移
住
や
定
住
に
係
る

情
報
は
広
域
的
で
真
田
地
域
が
Ｐ
Ｒ
さ

れ
る
ペ
ー
ジ
が
少
な
い
。

　
真
田
地
域
へ
移
住
や
定
住
を
し
た
い

と
い
う
人
が
増
え
、
実
際
に
転
入
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
真
田
地
域
の
情
報

や
魅
力
を
も
っ
と
発
信
で
き
る
ペ
ー
ジ

が
必
要
と
考
え
る
。

⑵
「
住
民
に
真
田
地
域
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
造
り
」

　
真
田
地
域
に
住
む
人
に
真
田
の
魅
力

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
定
住

化
を
図
り
た
い
。
地
域
の
魅
力
を
知
る

こ
と
で
、
故
郷
へ
の
思
い
や
誇
り
も
深

ま
り
、
進
学
な
ど
で
転
出
し
た
若
者
も

故
郷
真
田
に
戻
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、

そ
の
思
い
は
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
が

れ
、
真
田
地
域
に
定
住
す
る
若
者
が
増

え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
真
田
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
や
真
田
図
書
館
な
ど
立
地
場
所

的
に
住
民
が
訪
れ
や
す
い
施
設
が
有
効

利
用
で
き
な
い
か
と
考
え
る
。

⑶
地
元
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
農
業
体
験

　
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
農
業
体
験
を

と
お
し
て
、真
田
の
豊
か
な
自
然
、収
穫

の
喜
び
、農
業
の
良
さ
を
知
る
こ
と
で
、

真
田
の
地
で
農
業
を
後
継
し
て
ほ
し
い
。

　
子
ど
も
た
ち
は
家
で
農
業
を
営
ん
で
い

て
も
農
業
に
携
わ
る
こ
と
が
少
な
く
、親

も
会
社
等
に
勤
務
し
生
計
を
立
て
て
お

り
、親
子
で
農
業
に
携
わ
る
機
会
が
減
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。学
校
で
の
農
業

体
験
も
取
り
組
み
に
違
い
が
あ
り
、耕
作

す
る
ク
ラ
ス
も
あ
れ
ば
、花
壇
に
な
っ
た

と
こ
ろ
も
あ
る
。一
方
、都
会
の
学
生
が
訪

れ
る
農
業
体
験
で
は
、お
茶
請
け
の
漬
物

や
か
え
る
な
ど
の
小
動
物
に
感
動
し
、農

業
だ
け
で
な
く
、田
舎
の
生
活
や
自
然
を

満
喫
し
て
い
く
と
聞
く
。地
域
で
は
当
た

り
前
の
こ
と
も
都
会
の
子
ど
も
た
ち
に
は

新
鮮
で
感
動
的
な
体
験
の
様
子
で
あ
る
。

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
自
然

を
守
り
農
業
を
引
き
継
い
で
も
ら
う
た

め
に
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

を
継
続
、
拡
大
し
て
い
く
方
法
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
学
校
の
協
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。

地域内現地視察の様子
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平成24年度
第1回

第2回

第3回
第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

平成25年度
第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回
第7回

第8回

第9回

第10回

第11回(予定)

月　日  
平成24年  
4月17日

5月17日

6月26日
7月18日

8月22日

9月13日

10月17日

11月14日

12月12日

平成25年  
2月20日

3月19日

4月17日

5月15日

6月19日

7月17日

8月21日

9月11日
10月16日

11月13日

12月11日

平成26年  
2月19日

3月17日

第４期 真田地域協議会　活動報告

・地域公共交通（路線バス）について（地域交通政策課説明）
・真田地域自治センター各課の課題・目標について（センター各課長説明）
・地域内分権の確立に向けた第 4 ステージの取り組みについて（市民参加・協働推進課説明）、意見交換
・真田地域の予算概要、地域まちづくり方針、第 3 期真田地域協議会からの意見書に対する市からの回答

について（センター各課長説明）
これまでの協議会で検討した案件の成果や経過把握のため真田地域内を現地視察
・今後の協議のテーマ及び進め方について協議、次のテーマごと 3 分科会に分かれて協議することを決定
　第 1 分科会　地域ブランドの確立　第 2 分科会　公共交通　第 3 分科会　福祉・防災・定住化の推進
分科会協議（①地域の活性化について　②夢工房バスターミナル化・ふれあいバスとの連携について、バ
ス運賃低減化例について　③安心して暮らせる地域づくりについて）
・各分科会の協議概要報告及び分科会協議（①ゆきむら夢工房の利活用について　②路線バスについて地

域づくり委員会で出された意見について、他地域の取り組み事例について　③防災について）
・真田地域自治センター各課の課題・目標の進捗状況について（センター各課長説明）
・分科会協議（①ゆきむら夢工房の充実について　②ふれあいバスについて、運賃の設定について　③人

口減少の歯止めや若者定住化について）
・各分科会の協議概要報告及び分科会協議（①ゆきむら夢工房でのイベントについて　②上田バスからバ

ス運送の状況説明、利用対策促進について　③空き家・遊休荒廃農地について）
・平成 25 年度真田地域の地域振興事業基金活用計画について（各担当課長説明）、承認
・各分科会の協議概要報告及び分科会協議（①ゆきむら夢工房の活性化について　②利用促進対策につい

て、真田地域公共交通利用促進協議会の活動について　③定住促進策について）
・長野県による都市計画区域マスタープランの見直しについて（都市計画課説明）、意見交換
・各分科会の協議概要報告及び分科会協議（①地域の特色、蕎麦について　③定住促進、情報発信について）
・わがまち魅力アップ応援事業審査（8 件応募のうち 5 件について採択が適当との意見書を市長に提出）
・平成 24 年度わがまち魅力アップ応援事業の実績報告
・運賃低減バス運行計画について（地域交通政策課長説明）
・平成 25 年度地域振興事業基金活用事業計画について（地域振興課長説明）、承認
・真田地域自治センター各課の昨年度の課題・目標に対する期末報告及び今年度の課題・目標について（セ

ンター各課長説明）
・真田地域に係る当初予算の概要について（センター各課長説明）
・今年度の協議会の進め方について協議、昨年度に引き続き三つの分科会での協議継続を決定
・真田運動公園整備事業に対する地域振興事業基金の活用について（真田地域教育事務所説明）、承認
・分科会協議（①昨年度の協議概要確認と今後の方向について　②昨年度の協議概要確認と運賃低減バス

運行計画について　③昨年度の協議概要確認と道路・交通網整備について）
・各分科会の協議概要報告及び分科会協議（①地域内活動団体の連携について　②運賃低減バス運行計画

の周知について、定期券の販売場所増設、乗継割引等の利便性向上について　③上田市ホームページ等
閲覧、地域の魅力について）

・各分科会の協議概要報告及び分科会協議（①地域内活動団体の連携について　②ふれあいバスについて、
路線バスのゾーン制運賃について　③子どもたちの農業体験、自分の地域を知ることについて）

・各分科会の協議概要報告及び分科会協議（①信州上田まつり実行委員会の取り組みについて　②運賃低減
バス実証運行のお知らせ、路線バスとふれあいバスとの連携について　③定住促進、情報の発信について）

・各分科会の協議概要報告及び分科会協議（①②③分科会中間報告案の検討）
・わがまち魅力アップ応援事業審査（1 件応募について採択が適当との意見書を市長に提出）
・各分科会協議の中間報告
・真田地域自治センター各課の目標中間報告について（センター各課長説明）
・分科会協議（①②③分科会最終報告案の検討）
・地域で活動する団体の連携等について講演（信州まつり実行委員会　事業部長　中澤信敏氏）、意見交換
・平成 26 年度真田地域振興事業基金活用事業について（各担当課長説明）、承認
・地域内分権について（市民参加・協働推進課説明）
・平成 26 年度真田地域振興事業基金活用事業について（各担当課長説明）、承認
・各分科会協議の最終報告
・わがまち魅力アップ応援事業審査

主な協議事項　（本表内 ①は第1分科会　②は第2分科会　③は第3分科会を表す）
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　昨年10月から始まった運賃低減バスの実証運行。上田バス㈱の
12月末までの利用状況は、前年同月比で1.15倍となっています。
　私たちの生活に必要な路線バスを存続させるためにもみん
なで利用しましょう。
　1月28日には、長小学校で路線バスの学習が行われました。
　１、２年生37人は、バスガイドさんから路線バスの乗降の
仕方を教えてもらい、バスの乗車体験をしました。「バスの
入口にある丸いものはなんですか」との質問に「運転手と話
しができるマイクです」と説明を受け、「どこまで行きます
か」「上田駅です」とやり取りをしました。
　また、３～６年生75人は上田バス㈱の社員から真田地域の
路線バスの歴史について学びました。
　６年間バスで通学した男子児童は「バスがあったから家族
に送ってもらわなくても学
校に来ることができた。こ
れからも運行してほしい」
と話していました。

問 建設課
有線2089　℡72-4331

真田地域公共交通利用促進協議会から住民福祉や地域振興にご尽力され
表彰された方を紹介します
藍綬褒章を受章

上田市功労表彰を受賞
●自治部門

花岡静枝さん（横尾）
　平成６年に上小防犯協会連合会、
初代女性部長に就任。子どもや高齢
者を犯罪から守る活動に取り組まれました。
「受賞は一緒に取り組んできた皆さんのおかげ。被害
に遭う人が少なくなるよう活動していきたい」と話さ
れていました。

大塚　巻雄さん（真田）
櫻井　昭雄さん（下原）

　上田市農業委員会委員として、地域農業の発展に尽
力されました。

●まちづくり表彰
真田地域公共交通利用促進協議会

　真田地域の路線バス利用促進のため、市民協働によ
る地域づくりの推進に尽力されました。

平成26年度 真田有線放送モニター募集

消費税率引き上げに伴う
有線放送使用料等の改定のお知らせ

問 地域振興課　有線2121　℡72-2201

　真田有線放送は、放送内容の向上に役立てるため、番組やお知らせに関する感
想や意見、身近にある話題などの情報を寄せていただくモニターを募集します。
応募条件▶有線放送係が指定した番組を聴くことができる方。
モニター期間▶平成26年６月１日から平成27年３月31日まで
モニター内容▶有線放送係の指定する番組を月１回モニターし、番組の感想などを
　　　　　　　所定の用紙に書いて郵送で提出していただきます。
応募方法▶直接、有線放送係まで御連絡ください。
応募締切▶３月28日（金）
○採用の方には、有線放送係から御連絡します。
○モニターとして活動していただいた方には謝礼を差し上げます。

　４月１日から有線放送使用料等を下記のとおり改定します。皆様のご理解とご
協力をお願いいたします。
●有線放送使用料（月額） 

利　用　区　分 増加額

専用回線（受話器＋スピーカー）
スピーカー単独
附属受話器（1台につき）

改　定　前
（消費税5％込）

改　定　後
（消費税8％込）

1,785円
1,365円
260円

1,830円
1,400円

270円

45円
35円
10円

●放送手数料

利　用　区　分 増加額

告別式関係（悲しいお知らせ）

改　定　前
（消費税5％込）

改　定　後
（消費税8％込）

630円 640円 10円

有線放送使用料は、２ヶ月分を奇数月に納付していただきます。
例）平成26年４・５月分→５月末までに1,830円×２ヶ月分の3,660円を納付。

※その他の放送手数料は有線放送係にお問い合わせください。
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お届けします。
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「少年剣道教育奨励賞」を受賞

　12月23日、菅平中学校基礎スキー部
（指導者などを目指す生徒が所属）の生
徒10人が菅平に修学旅行に来た中学生
にスキー指導のアシスタントをしました。
　菅平中学校基礎スキー部の生徒がア
シスタントをするのは今回で２回目。ス
キーは初めてという修学旅行生に、ブー
ツの履き方や滑り方などインストラク
ターの補助をしながら指導の仕方を体
験しました。
　３年生の男子生徒は「スキーの用語
などを分かってもらえるように説明する
のが大変でした」と話していました。

　すがだいら保育園の年長組は１月にな
ると家からスキーを持ってきて、園庭でス
キーを履いて歩く練習をします。また、年に
１度、長寿会スキー部の方と交流をします。
　１月16日、長寿会スキー部の村本貢さん
と窪田森雄さんが保育園を訪れ、年長園児
10人とスキー交流をしました。
　園児たちは、園庭だけではなくゲレンデ
に連れて行ってもらい大喜び。斜面を登った
り、真っ直ぐ滑ったり、旗を回りながら滑ったりと
楽しくスキーをしました。

菅平中学校基礎スキー部生徒がスキー指導を体験

長寿会とのスキー交流
すがだいら保育園

子ども達の無病息災を祈って

　１月15日、いずみ幼稚園
でどんど焼きが行われまし
た。この日は公開保育もあ
り、幼稚園に入園前の子ども
達も一緒に参加しました。
　園児たちが家から持ち寄った正月飾りやだるま
を先生たちが積み上げ作ったやぐらに、園長先生
が火を付けると、バンと大きな音を立てて燃える
様子にキャーと声が上がっていました。
　今年も元気に遊べるようにと願いながら残り火
であぶった繭玉をいただきました。

　２月７日、そえひ保育園の園児がわら馬にお餅を背
負わせて道祖神をお参りしました。年長、年中児は萩
の道祖神、年少児は曲尾の道祖神、未満児は大庭の道
祖神までわら馬を引いていき、「今年も元気ですごせ
るように」とお参りしました。
　２月８日には戸沢自
治会でわら馬引きとね
じ行事が行われ、大粒
の雪が降る中わら馬を
引いた幼児と母親が道
祖 神 に ね じ を お 供 え
し、元気に成長できる
ようお祈りをしました。

　真田剣道スポーツ少年団は、長年にわたり小中学生に剣道の指
導をし、少年剣道の振興に実績を挙げているとして、昨年11月に
全日本剣道連盟から「少年剣道教育奨励賞」を受賞しました。

今年も元気に
　 遊べるように

真田剣道スポーツ少年団が初稽古
　１月11日、真田剣道スポーツ少年団の初稽古が真田体育館で行
われ小中学生29人が稽古に励みました。この日、朝８時の気温は
マイナス8.5度。体育館の中はジェットヒーターが付いていました
が、息は白く、足が痛くなるほど床も冷え切っていましたが、小
さな剣士たちは寒さに負けず大きな声を出して稽古に励んでいま
した。
　６年生の小林
明日香さんは、
「中学校へ行っ
ても剣道をがん
ばりたい」と今
年の抱負を話し
てくれました。

むらもとみつぐ

くぼ   た    もり    お

こばやし

あ     す     か
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誓いの言葉を述べる宮澤諒也さん式典を企画、運営した成人式実行委員の皆さん

だ よ り公民館

　１月12日、平成26年上田市成人式が市内７会場で行わ
れました。
　今年成人式を迎えたのは、平成５年４月２日から平成
６年４月１日に生まれた皆さんで、真田中央公民館で行
われた式典には84人が出席しました。
　式典では、新成人を代表して宮澤諒也さんが「私たち

の故郷がより一層希望の持てる住み良い地域になること
を期待し、私たち新成人も社会を担う一員として、自分
の目指す道を歩んでいきます」と誓いを述べました。
　また、中学校時代の写真が思い出の曲とともにスク
リーンに映し出されると、当時を懐かしむ声が聞こえて
きました。

祝！  成 人 式

みやざわりょうや
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問 真田中央公民館　有線2097　℡72-2655

　１月11日から13日までの３日間、和歌
山県九度山町の小学５．６年生69人が上田
市を訪れ、菅平小学校児童との交流や真田
氏の学習などをしました。
　12日は、菅平高原パインビークスキー場
で菅平小学校４～６年生の児童34人とスキ
ー交流をしました。
　菅平小学校の児童は８班に分かれた九度
山町児童の班に入り、インストラクターと
一緒にスキー指導をアシスト。昼食時には
自己紹介などが書かれたカードを交換し合
い交流を深めました。
　13日には、予定していた長谷寺の見学は
降雪のためできませんでしたが、真田氏歴
史館で真田氏について学んだり、ゆきむら
夢工房では、真田の里そば打ち会の指導で
そば打ちを体験しました。

姉妹都市 和歌山県九度山町児童と菅平小学校児童が交流



10印刷／有限会社  大和印刷

上田市はISO14001を導入し環境配慮活動を推進しています。

家電製品の選び方、使い方を見直してみませんか。省エネの性能を十分チェックし、できることからやってみましょう。

「ゆきむらさまとじゅうゆうしたち」
　　　　　　シリーズの新作絵本が完成！

　柳沢雄二さん（続珍真田太平記の作者）の絵本「雪光草　ゆきむらさま
とじゅうゆうしたち」7巻と「実相院の鬼石」がこのほど完成し真田図書館
に寄贈されました。
　「ゆきむらさまとじゅうゆうしたち」シリーズは児童コーナーでも人気
の絵本で37作品を収蔵しています。真田地域に伝わるお話など、ちいさな
お子さんからご年配の方まで、親しみやすくわかりやすく描かれていま
す。どうぞ、手にとってご覧ください。

　真田図書館では、子どもたちが小さな
頃から本に親しみ、豊かな心を育むため
の環境づくりのお手伝いとして、児童
サービスを行っています。ご利用ください。

　図書館２階に小さなお子さん向けの絵
本や紙芝居から中高校生向けの本を、約
１万３千冊揃えています。大人の方にも
十分読んでいただける本もたくさんあり
ます。

　保健センターと連携し、４か月児健診
とお誕生教室のときに絵本の読み聞かせを
して、本との出会いの機会をつくっていま
す。
　また、４か月児健診時には、お勧めの
絵本数冊の中から保護者の方に2冊選んで
いただきプレゼントしています。

　図書館と図書館サポーターの会との協
働で、毎月第３土曜日の午前10時30分か
ら児童図書コーナーを中心に、おはなし
広場を開催しています。サポーター６団
体の皆さんや図書館職員が、絵本の読み
聞かせ、真田地域に伝わる民話、紙芝
居、パネルシアター、腹話術、手遊びな
どをします。

　小学校等の長期休みにあわせ、図書館
職員が絵本の読み聞かせや紙芝居などを
します。

問真田図書館　有線2003　℡72-8080

真田図書館通信
おすすめの新着本

【一般書】
●「絵本の記憶、子どもの気持ち」 山 口 　 雅 子  福音館書店
●「黒書院の六兵衛　上下巻」 浅 田 　 次 郎  日本経済新聞出版社
●「昭和の犬」 姫野カオルコ  幻冬舎
●「昭和のくらし博物館」 小 泉 　 和 子  河出書房新社
●「食といのち」 辰 巳 　 芳 子  文藝春秋
●「ちょっと具合のよくない
　　　　　　　　ときのごはん」 岩 崎 　 啓 子  日東書院本社
●「翔ぶ少女」 原 田 　 マ ハ  ポプラ社
●「ぼくは戦争は大きらい」 やなせたかし  小学館クリエイティブ
●「名軍師ありて、名将あり」 小和田　哲男  NHK出版
●「恋歌」 朝井　まかて  講談社

【児童書】
●「ケーキになあれ！」 ふじもと　のりこ  BL出版
●「だるまなんだ」 おおなり　修司  絵本館
●「よるのとしょかん」 カズノ　コハラ  光村教育図書
●「和食のすべてがわかる本1・2」 服部　幸應  ミネルヴァ書房
●「戦火の馬」 マイケル・モーパーゴ  評論社
●「鉄道きょうだい」 E・ネズビット  教文館
● 紙芝居「おいしい！おいしい！」 ひろかわ　さえこ 童心社
● 紙芝居「じょうずじょうず」 なとり　ちづ 童心社

真田図書館
児童サービスをご利用ください

本に親しみ、豊かな心を
育むためのお手伝い

児童図書コーナーの充実

ブックスタート事業
乳幼児健診・教室での
絵本の読み聞かせ

おはなし広場

夏休み・春休みおはなし会

タイトル 著者等 出版者


